
＜修士課程＞

授　業　科　目　名 備　考 科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

心理学研究法演習Ⅰ 必修科目 PSY600B6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理学研究法演習Ⅱ 必修科目 PSY600B6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学習心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○ ○

音声言語科学特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

社会心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

読書心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

教育心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

犯罪心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

学習指導特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

知覚研究論演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

音声言語科学演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

精神生理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

認知学習過程演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○ ○

臨床心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

発達心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

障害児心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

人格心理特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

言語心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

精神保健特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

学校カウンセリング演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

発達行動特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

生徒指導特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

言語心理演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

学校コンサルテーション特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

心理教育アセスメント特論 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

心理教育アセスメント演習 展開科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

スポーツ心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

健康心理特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

心理研究法特論 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

応用心理統計Ⅰ 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

応用心理統計Ⅱ 基礎科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

＜博士後期課程＞

授　業　科　目　名 備　考 科目ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

心理学特殊研究Ⅰ 必修科目 PSY700B6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

心理学特殊研究Ⅱ 必修科目 PSY700B6 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大学教員心理学基礎講座 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○

心理学英語論文作成指導 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○

知覚認知心理学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

精神生理学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○ ○

発達心理学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

言語心理学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

行動分析学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

犯罪心理学特殊講義 選択必修科目 PSY500B6 ○ ○ ○ ○

心理学専攻カリキュラム・マップ

心理学専攻のカリキュラムのもと所定の単位を修得し、以下に示す知識や技能を心理学諸学会で求め
られる水準以上で修得した学生に対して「修士（心理学）」の学位の授与を認める。自らの専門領域の
研究をさらに深めることで、これらの知識や技能を学問の発展に寄与できる水準にまで修得した学生に
対して「博士（心理学）」の学位の授与を認める。

DP1．人の認知について科学的に理解をすることができる。
DP2．人の発達について科学的に理解をすることができる。
DP3．観察・実験・調査を通して、心の機能を測定し、分析することができる。
DP4．国内外の先行研究や社会的要請をふまえて、自ら課題を設定することができる。
DP5．研究・学習成果を的確に他者に伝えることができる。
DP6．研究・学習目標を達成するために、他者と協働することができる。



【科目ナンバリングの分野】

PSY：心理学

【レベル設定】
500番台：修士課程・博士後期課程におけるコースワーク科目（授業科目）
600番台：修士課程におけるリサーチワーク科目(研究指導科目）
700番台：博士後期課程におけるリサーチワーク科目（研究指導科目）

【科目主催コード】
B6：心理学専攻


